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１　はじめに
20世紀初頭の中国では、河南の甲骨や斉魯の封泥、西域の簡牘や敦煌文書など、様々な考古遺物の
発見が相次ぎ、それらの一部が学者や収蔵家、政財界の好事家らによって続々と日本にもたらされた。
当時日本に亡命中だった郭沫若（1892～1978）の石鼓文研究の契機となったのも、この時期にこうし
た文物のひとつとして日本に招来された石鼓の北宋拓本との邂逅であった。本稿では、20世紀前半に
学史的に注目すべき新資料である安国旧蔵北宋拓本が公表された経緯と、それが日本へ伝来して郭沫
若の代表的な著作のひとつである『石鼓文研究』が成立した過程を、当時の社会状況なども踏まえな
がら考察したい。
２　北宋拓の復刻と日本への伝来
中国最古の石刻文字である石鼓文は、唐代初めに発見されてより現在に至るまでの一千五百年近い
歳月の間に、韋応物や韓愈をはじめとする数多の文人や学者の間で詠詩や研究の対象とされてきた。
その長大かつ厖大な先行研究については、G. L. Mattosが作成した詳細な文献目録に詳しい2。新資料
が発表されるまでは、明代の浙東の范欽氏天一閣の所蔵する北宋拓本が世に名高く、金石家により抄
摹された著録が伝わっており、呉昌碩（1844～1927）がしばしば臨書した石鼓文もこの天一閣本の阮
元刻本3だとされる。石鼓の製作年代を巡る学説も様々あったが、新資料の出現はこうした研究状況に
も影響を及ぼした。石鼓文を秦公𣪘と同じく秦系文字と位置付け、詛楚文などの同時代同地域の考古
遺物との相関関係から、製作年代を検討する研究は、まさにこの時期に始まったといえる4。後述する
郭沫若をはじめ、この時期、馬衡、馬叙倫など、実に多くの学者が、石鼓文の製作年代について競う
ように議論を展開した5。
日本に伝来する以前の北宋拓周石鼓文は、北宋拓秦泰山碑とともに上海の藝苑真賞社から精緻なコ
ロタイプ印刷として印行されて世にその存在を知られるようになった6。当時の出版説明書によれば、
いずれも収蔵者は周鼓秦碑室とされており、刊行の十数年前からその存在が巷間に知られていた（図
1）。石鼓文拓本は、明の錫山の安国旧蔵の第一本で、桂坡（これも安国）跋では宋の内府の賜本と称
している。それまで通行していた范氏天一閣本よりも残存する文字が28字多く、たいへん貴重な資料
とされた。これと同時に印行された北宋拓秦泰山碑も、もとは明の錫山の華中父の蔵本であったのが
後に安国の蔵に帰したものである。これらが後に日本に招来され、安国旧蔵の石鼓文三種の北宋拓本
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は聴冰閣・三井高堅（1867～1945）の蔵に帰し、泰山刻石は中村不折（1866～1943）の蔵品となった
のである。安国旧蔵石鼓拓本は所謂先鋒本（480字〔重文含まず〕）、中権本（497字）、後勁本（491字）
の三種で、現在は三井記念美術館（東京・中央区日本橋室町）に収蔵される。各本の体裁は、先鋒本
が毎葉二行、各行三字、中権本が毎葉三行、各行五字、後勁本が毎葉三行、各行四字で、それぞれ精
緻な複製『[原装本]原色法帖選14石鼓文』（二玄社1985年）、『聴氷閣墨宝　原色法帖選37〈先鋒本〉〉
（同1990年）、『聴氷閣墨宝　原色法帖選49石鼓文〈中権本〉』（同1990年）が刊行されている。
３　郭沫若『石鼓文研究』の成立と刊行をめぐる状況
郭沫若は、辛亥革命後しばらくすると国民党から離脱して日本に亡命し、その間、中国古代史研究
に専念し、『古代銘刻彙考』（1933年）、『古代銘刻彙考續編』（1934年）、『金文餘釋之餘』（1935年）な
どの著作を、田中慶太郎の助力を得て東京・文求堂書店から続々と刊行した。就中、日本において遇
見するを得た中国の考古遺物についておこなった研究の代表作のひとつというべきが『石鼓文研究』
である7。
郭沫若『石鼓文研究』は、版を重ねて度々世に送り出された著作である。
以下に、各書が成立した経緯や背景を考察し、郭沫若の石鼓文研究がどのように完成していったか
を時代を追って検討したい。
1932年　石鼓文北宋拓本写真版との出会い
石鼓文研究の発端は文求堂書店にあった。1939年の長沙商務印書館本の「重印弁言」にそもそもの
始まりが以下のように記される。
一九三二年秋，我在日本東京文求堂書店看到一套拓本的照片，共四十二張，並無提跋。後來才知
道這就是後勁本的照片。
1932年秋、私は日本東京の文求堂書店で一套の石鼓拓本の写真を見かけた。写真は全部で42
枚あり、題跋もない。後になって（これは1936年夏に河井荃廬を訪ねて以降をさす）これは
後勁本の写真であったことを知った。
亡命中の郭沫若を厚く支援した田中慶太郎が営む東京神田の文求堂書店で、帙入りの拓本の写真42
枚を手にしたことから郭沫若は石鼓文研究に傾注し始める8。
に収蔵される。 本の体裁は、先鋒本が毎葉二行、各行三字、中権本が毎葉三行、各行五字 後勁本が毎
葉三行、各行四字で、それぞれ精緻な複製『 原装本 原色法帖選 石鼓文』（二玄社 年）、『聴氷閣墨
宝㻌 原色法帖選 〈先鋒本〉〉（同 年）、『聴氷閣墨宝㻌 原色法帖選 石鼓文〈中権本〉』（同 年）が
刊行されている。
３㻌 郭沫若『石鼓文研究』の成立と刊行をめぐる状況
郭沫若は、辛亥革命後しばらくすると国民党から離脱して日本に亡命し、その間、中国古代史研究に専念
し、『古代銘刻彙考』（ 年）、『古代銘刻彙考續編』（ 年）、『金文餘釋之餘』（ 年）などの著作を、
田中慶太郎の助力を得て東京・文求堂書店から続々と刊行した。就中、日本にお て遇見するを得た中国の
考古遺物についておこなった研究の代表作のひとつというべきが『石鼓文研究』である 。
石鼓文研究』は、版を重ねて度々世に送り出された著作である。
刊行年 刊行地 発行元出版社 備考
年 東京 文求堂書店 日本版 『古代銘刻彙攷』の一部として刊行。
年 東京 文求堂書店 日本版続編
『古代銘刻彙攷續編』中に「再論石鼓文
之年代」と題して刊行。
年 長沙 商務印書館 初版
『孔徳研究所叢刊之一』として上下二冊で
刊行。
年 北京 人民出版社 再版 重印弁言が書下ろし部分。
年 北京 科学出版社 第 版 三版小印を追記したとされる。
年 月 北京 科学出版社
郭沫若全集考古編第 冊、『石鼓文研
究』と『詛楚文考釋』で合冊。
年 月 北京 科学出版社
甲種第 号㻌 社科院考古書編、『石鼓文
研究』と『詛楚文考釋』で合冊。
以下に、各書が成立した経緯や背景を考察し、郭沫若の石鼓文研究がどのように完成していったかを時代
を追って検討したい。
年㻌 石鼓文北宋拓本写真版との出会い
石鼓文研究の発端は文求堂書店にあった。 年の長沙商務印書館本の「重印弁言」にそもそもの始まり
が以下のように記される。
一九三二年秋，我在日本東京文求堂書店看到一套拓本的照片，共四十二張，並無提跋。後來才知道
這就是後勁本的照片。
年秋、私は日本東京の文求堂書店で一套の石鼓拓本の写真を見かけた。写真は全部で 枚あ
り、題跋もない。後になって（これは 年夏に河井荃廬を訪ねて以降をさす）これは後勁本の写真
であったことを知った。
亡命中の郭沫若を厚く支援した田中慶太郎が営む東京神田の文求堂書店で、帙入りの拓本の写真 枚
を手にしたことから郭沫若は石鼓文研究に傾注し始める 。
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1933年　『石鼓文研究』の刊行
郭沫若『古代銘刻彙考』3冊本は、昭和8年12月10日に文求堂から定価6円（帙入50銭増）で500部が
刊行された。封面には「古代銘刻彙考四種　殷契餘論・金文續攷・石鼓文研究・漢代刻石二種各一巻」
とあり（図2）、第一冊が全体の目次と『殷契餘論』、第二冊が『金文續攷』、第三冊が『石鼓文研究』・
『漢代刻石二種』からなる。自序にはこの四書中で自身がもっとも労力を費やしたのが『石鼓文研究』
であったことが記されている。
本編所録古代銘刻彙攷四種，大抵乃今歳夏間所作。『石鼓文研究』一種，所費労力最多。自去歳
秋間得見明錫山安國十鼓齋舊蔵北宋拓本。最古本之影片即存研究心事。
本書に収めた古代銘刻彙攷四種は、大部分が今年（1933年）夏の作である。『石鼓文研究』が
最も多くの労力を費やした。昨秋（1932年）、明・安国旧蔵の最古の北宋拓本の写真を見てか
ら是非研究したいと願っていた。
ここでも触れられているように、1932年秋に文求堂書店で北宋古拓の写真版を実見したのを機に本
書が成った。写真の原拓は、明代の書家にして収蔵家であった錫山の安国が所蔵していたという、世
に名高い貴重な拓本である。実はこれが三種のうちの後勁本であったことがわかるのは後のことで、
本書執筆当時は「安国第一本」と思っていたようである。全体の構成は、古拓二種之比較・古拓之年
代・石鼓之年代・原文之復原及其攷釋・注釋・餘論、の六章からなる。この他、巻末の附録として図
版5種14点が収められている。
甲.	 汧沔石之近況及其拓墨（写真、拓本）2点
乙. 作原石之近況及其拓墨（写真、拓本）2点
丙. 顧從義石鼓硯（正背二面）2点
丁. 十鼓齋最優本四頁（汧沔、車工1、車工2、馬薦）4点
戊. 十鼓齋「中□本」（汧沔、車工、馬薦1、馬薦2）4点
郭沫若が実見した写真本は「丁、十鼓齋最優本」として4点、上海で印行された所謂「戊、十鼓齋
中甲本」から4点、新資料を収めている。上海本で印行された宋拓は従来の天一閣本よりも字数が20
字余り多い天下の第一本であると評され、中国国内の考古学者や古文字学者の間で該本を利用した石
鼓文研究が活況を呈しており、学者たちは石鼓文の解読や断代に鎬を削っていた。こうした学界動向
の中、ひとり国外にあった郭沫若もまた、日本伝存の新資料を入手して独自の言説を展開することに
吝かではなかった。郭沫若は、次の2点を指摘している。
・巻首の「十鼓齋中甲本」という原題があるが、甲字は明らかに後に改竄である。「十鼓齋が収蔵
する古拓の中の甲本」の如く読ませ、この拓本が第一本であることを示さんとしたものであろう。
・長文の跋記がある筈だがそれが脱落している。
1934年　『再論石鼓文之年代』の刊行
その後も郭沫若は精力的に中国古代史研究に邁進し、文求堂から『古代銘刻彙考續編』一冊、『金
文餘釋之餘』一冊を相次いで刊行した。『古代銘刻彙考續編』封面は書名が金文で書かれ「1934年4月
沫若自署」と署名がある。奥付の記載によれば、印刷部数300部が印刷され、東京・文求堂より定価3
円50銭で昭和9年5月20日に発行された。本書は「骨臼刻辞之一攷察」を始めとした論文9編を収めるが、
そのうちの第9編が「再論石鼓文之年代」で、1933年の『石鼓文研究』の続篇として執筆されたもの
である。秦の文公の時の作とする馬叙倫「石鼓為秦文公時物攷」に対する反論を展開し、秦の襄公の
時の作とする自説を補強する内容をもつ9。
1. 導言
2. 東遷時岐豐之帰属
3. 西畤地望及西垂之解釈而師石之再検討
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4.  而師石之再検討
5.		 汧水之深浅与之地望
6.  餘論
坿図
明錫山安氏旧蔵「先鋒本」（即写真本之本名）而師石3枚
同「中堅本」（即坊間之中甲本）而師石3枚
依然写真本が「後勁本」であることには気づいておらず「先鋒本」と呼び、上海本についても、本
来は中権本とすべきところを「中堅本」と作っている。また、両拓本を比較して、“以此石而言、中
堅本優于先鋒本。”（而師石の拓本についてみてみると、中堅本のほうが先鋒本より優れている）と評
している。
1936年　河井荃廬と石鼓文北宋拓本三種の写真版
この年の夏、郭沫若は金祖同とともに東京の河井荃廬（1871～1945）を訪れて、念願だった石鼓文
北宋拓本三種すべての写真を入手した。この間の経緯や二人のやりとりは1955年本の「重刊弁言」に
詳しい。
一九三六年夏，收藏者劉體智把他所收藏的甲骨文拓本二十冊，託人送到東京，希望加以利用進行
研究。我選了一五九五片，編成殷契粹編，一九三七年五月印行於日本。當我從事編纂的時候，東
京的一位骨董家河井仙郎聽說我處有劉氏甲骨拓本，他便向我提議 :願意把他所珍藏的安國三種石
鼓文的照片和我交換借閱。
1936年夏に、劉体智が自蔵の甲骨の拓本20冊を人づてに東京に送ってきて整理を依頼された。
この中から1595片を選び出し、『殷契粋編』として1937年5月に日本で刊行した。編集作業中に、
東京の河井仙郎という収集家が、私のもとに劉氏の甲骨拓本があると聞き、彼が珍蔵してい
る安国旧蔵石鼓文三種の写真と交換で見せ合わないか、ともちかけてきた。
郭沫若はこの時に初めて、1932年に実見した写真版が安国旧蔵後勁本であることに気付く。これら
の写真が河井荃廬の手元にあるのは、三井家の学術顧問だった河井荃廬が三井高堅の拓本購入に際し、
買い取り交渉のための“様本（サンプル）”としてまずこれらの写真を入手していたのだろうと推測
する。ここに至り郭沫若は北宋古拓三種すべての写真を入手し、前作の全面的な見直しに着手した。
1937年　『石鼓文研究』（修訂版）稿が完成
前年秋の新資料の入手により、旧作『石鼓文研究』及び『再論石鼓文之年代』に改定を加えて改訂
版『石鼓文研究』を完成させた。しかし、日本で刊行することはせず、旧知の書家である沈尹黙
（1883～1971）にあてて石鼓文原拓の写真資料と改訂版の原稿を送った。沈尹黙は、弟の沈兼士（1887
～1947）とともに1905年から日本へ留学するも経済的事情でいったん帰国し、五四運動の時期には新
文化運動を掲げた陳独秀や銭玄同らの率いる『新青年』の編集にたずさわっていたが、二度目の日本
留学の機会を得て1921年に再び来日した。郭沫若と沈尹黙との交流はその年の6月下旬に京都で開か
れた創造社関係者との会合での面晤に始まる10。後に沈尹黙は、郭沫若から託された原稿を中国で刊
行するにあたり自らも序文を寄せ、当時の郭沫若からの手紙を文中に引用している。
此邦人士中得窺全貌者僅一二人，在中國除舊藏者及弟而外，恐當一足下為第三人矣。
この国の人でも（北宋古拓の）全貌を見ることができるのは一人か二人、中国では旧蔵者と
私以外では、あなたが三人目でしょう。
手紙とは別便で届いたのは、文求堂版を利用して欄格の外に批語を手書した原稿と安国旧蔵拓の先
鋒本の写真、そして新たに書下ろした「先鋒本奪字補」と「明錫山安氏十鼓齋先鋒本石鼓文書後」（坿
中権後勁二本諸題跋縮影）で二作いずれも1936年8月26日に完成させている。満州事変の後の日中間
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の緊張関係が続く中、稀少な石鼓北宋拓の副本と自らの研究を世に残すために郭沫若が下した判断で
あったのだろう。翌37年7月7日、北京郊外において盧溝橋事件が勃発、郭沫若はただちに亡命先であ
る日本から中国への帰国を決意した。帰国は極秘裏にすすめられ、7月25日、銭痩鉄に見送られながら、
郭沫若は金祖同とともに神戸港から帰国の途についた11。
1939年　『石鼓文研究』（修訂版）中国にて初刊行
郭沫若が1936年に沈尹黙あてに送った修正版『石鼓文研究』がようやく上梓に及び、これが中国で
の初刊行となった。本書は孔徳研究所叢刊之一（上下二冊本）として長沙の商務印書館から刊行され
た。封面には「石鼓文研究 坿明錫山安氏十鼓齋先鋒本及中権後勁本二本諸題跋 一九三六年八月 沫若
自署」とあり、日本で本作を完成させた後に書かれたことがわかる（図2・右）。また、巻首には新た
に、沈尹黙の序（1939年2月7日付）と自序（1939年4月10日付）が収められる。重慶で書き下ろされ
た1939年版の自序は、1955年重刊本および1959年第3版本では割愛された。以下にその全文を掲載す
る（図3）。
明安國所藏石鼓文北宋拓本三種，近歲由國人某先後售請日本富豪三井家，頗獲巨資。前年三四月
間東京河井荃廬氏以所藏影片示余，始得窺其全貌。荃廬謂余云：嗜古者珍而藏之，好學者究而明
之。道相輔而相成者也。爰假得其影片全部，加以複製研討，將余舊作石鼓文研究盡量改正。稿成，
就正於尹默先生，期以問世。尹默以樂於贊助，並允為序以冠編首。誠幸事也。頃者尹默序成，託
叔平先生轉致，且轉語云書已印就，不日即可出版。因追憶往事，略計其顛末如此。又影片複製時，
多得余友林謙三、金祖同二君之助力，合並聲謝。
中華民國二十八年四月十日
郭沫若序於重慶。
明の安国旧蔵の三種類の北宋拓本が、最近我が国の人の手から相前後して日本の富豪三井家に
高額で売却された。一昨年（1937年）の三月から四月のあいだに、東京の河井荃廬氏から写真
を見せられて初めてその全貌を知ることができた。荃廬氏は私に「（自分のように）古物を嗜む
者は珍しがってしまい込んでしまうが、（あなたのように）学問を好む者は究めてそれを明らか
にしようとする。互いの道が助け合って成り立つのです」といって、とりあえず写真全部をも
とに複製をつくって、旧作『石鼓文研究』にできる限りの修正を加えることができた。稿が完
成し、沈尹黙先生に託して世に問うことを期した。沈尹黙先生も賛助を惜しまず、巻首を飾る
序文まで頂戴できることになり幸甚であった。先ごろ沈尹黙先生の序文も完成し、叔平（馬衡）
先生に転送をお願いしたところ、書物は既に印刷されてまもなく出版されるとの言づてがあっ
た。往年の出来事を思い出して、ことの顛末を記した次第である。写真の複製を作った時に力
になってくれた友人の林謙三君と金祖同君の助力に心から感謝する。
写真の複製に際して助力してくれた二人の友人の名を挙げて謝意を示すのは本版だけである。中華
民国時代に執筆されたこの自序は、第2版以降は収録されなくなる。また、1939年4月10日に重慶でこ
の自序が執筆されたことも、なぜか『郭沫若年譜』には記載されていない。
1932年から1933年にかけて『古代銘刻彙考』所収『石鼓文研究』を執筆した際には、後勁本の写真
しか利用できなかったが、その後、先鋒本・中権本・後勁本すべての原拓写真を入手するに至った。
その上で、自身が最も佳とする先鋒本を収録し、先鋒本に無い文字を中権本と後勁本から拾い出して
新たに「先鋒本奪字補」が作成された。
修訂版は文求堂版を利用しているため、旧作の欄格外に訂正を書き加えた箇所が大部分だが、本文
そのものを巧みに書き換えた箇所も混在する（図4、図5）。
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1955年　『石鼓文研究』重刊
中華人民共和国が成立し、日中戦争中に長沙の商務印書館で孔徳研究所叢刊として刊行した中国初
版本にもとづき重刊、出版社も北京・人民出版社にかわった。1939年の初版本の自序は割愛され、沈
尹黙の寄せた序文も重刊本では巻末に付される。巻頭はかわって長文の「重刊弁言」（1954年11月30
日付）に置き換わり、日本で安国旧蔵の北宋拓本と遭遇し研究をなした経緯が詳細に記される12。また、
新たにここでこの書物を刊行することの意義の一つとして、初めて三井聴冰閣や河井荃廬に言及して
次のように述べている。
一九四五年美國對日本東京進行大轟炸的時候，上面提到的河井仙郎已被炸死，他的住宅化為了灰
燼，他所藏的石鼓文照片不用說也會一同被炸燬了。三井所藏的原拓本不知是否安全無恙。如果那
一套原拓本也被炸燬，那麼這部書的印行要算是把一項文化遺產的遺蛻保存下來了。
1945年、アメリカが日本に対しておこなった東京大空襲で河井仙郎氏は焼死、住居も灰燼に帰
し、所蔵していた石鼓文の写真もともに焼失したであろうことは言うまでもない。三井家所蔵
の原拓についても安否は不明である。もし原拓まで空襲で失われたとすれば、本書の刊行は石
鼓文原拓という文化遺産の遺蛻（写真の複製品）を保存しえた、ということになるだろう。
三井原本は郭が推測したように焼失したわけではなく、現存しており、原拓3本は全て、《[原装本]原
色法帖選14石鼓文》（二玄社1985年）、《聴氷閣墨宝 原色法帖選37〈先鋒本〉》（同1990年）、《聴氷閣墨
宝 原色法帖選49石鼓文〈中権本〉》（同1990年）の完璧なコロタイプ版として刊行され、石鼓文研究の
最重要本として汎く重用されている。
1959年　『石鼓文研究』第3版の出版
この版から、発行元が人民出版社から科学出版社に変更となり、この折に新たに執筆されたのが「三
版小引」（1959年11月26日付）である。1955年版に書き加えられた「重刊弁言」とは別の観点から記さ
れており、石鼓原石が現在は北京の故宮博物館にもどされ、1958年から同館箭亭に陳列されていること
や、石鼓文の年代について最近唐蘭が新説を提起したことが紹介されるなど、中国国内の状況を簡単に
紹介する内容をもつ。
1982年　歿後刊行物について
郭沫若が1978年に逝去後、『郭沫若全集』が編纂され、1982年9月に『石鼓文研究』と『詛楚文考釋』
が合冊として『全集』考古編の第9集となった。その直後、1982年10月には『石鼓文研究』と『詛楚文
考釋』が合冊のまま、中国社会科学院考古研究所の考古学専刊甲種第十一号としても刊行され、これら
の版が現在の通行本となっている。なお、編者による出版説明では再版の経緯が記載されるが、あくま
で中国における「初版本」のみ記載があり、日本で刊行された版本については言及されていない。
4 おわりに
石鼓文研究において学史的に注目すべきは、製作年代を巡る説が、新たな北宋拓本が発表された20
世紀初頭を境界として大きくかわった点である。これとほぼ時を同じくして、民国初年に甘粛天水か
ら秦公𣪘が出現したことも学説の転換を導く考古遺物の出現としてとらえることができる。それまで
西周の遺物と考えられていた石鼓文が、こうした新資料の出現により東周時代の秦国において制作さ
れたものと考えられるようになり、王国維が「戦国時秦用籀文六国用古文説」で主張したように、文
字学に時代性や地域性による観点からの分析をもちこむ潮流が形成された。そうした学術史の結節点
たりうる資料が、20世紀初頭に日本に伝存して現在に至っていることは、文字学を治める者として極
めて意義深いことと思える。
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図１㻌 安国本北宋拓石鼓及泰山刻石附告
（注）上海の藝苑真賞社。おそらく１９３０年代初めの刊行案内であろう。
図２㻌 郭沫若『石鼓文研究』表紙
（左）『古代銘刻彙考』封面、（中） 年本、（右） 年本
図１㻌 安国本北宋拓石鼓及泰山刻石附告
（注）上海の藝苑真賞社。おそらく１９３０年代初めの刊行案内であろう。
図２㻌 郭沫若『石鼓文研究』表紙
（左）『古代銘刻彙考』封面、（中） 年本、（右） 年本
図１㻌 安国本北宋拓石鼓及泰山刻石附告
（注）上海の藝苑真賞社。おそらく１９３０年代初めの刊行案内であろう。
図２㻌 郭沫若『石鼓文研究』表紙
（左）『古代銘刻彙考』封面、（中） 年本、（右） 年本
図１㻌 安国本北宋拓石鼓及泰山刻石附告
（注）上海の藝苑真賞社。おそらく１９３０年代初めの刊行案内であろう。
図２㻌 郭沫若『石鼓文研究』表紙
（左）『古代銘刻彙考』封面、（中） 年本、（右） 年本
図１㻌 安国本北宋拓石鼓及泰山刻石附告
（注）上海の藝苑真賞社。おそらく１９３０年代初めの刊行案内であろう。
図２㻌 郭沫若『石鼓文研究』表紙
（左）『古代銘刻彙考』封面、（中） 年本、（右） 年本
図１㻌 安国本北宋拓石鼓及泰山刻 附告
（注）上海の藝苑真賞社。おそらく１９３０年代初めの刊行案内であろう。
図２㻌 郭沫若『石鼓文研究』表紙
（左）『古代銘刻彙考』封面、（中） 年本、（右） 年本
1930
１㻌
（ ） 。 そらく１９３０ であろう。
２㻌 『 』
（ ）『 』 、（ ） 、（ ）
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図３㻌 郭沫若『石鼓文研究』 年本自序
（注） 年 月 日、重慶において執筆
図４㻌 （左）旧版『石鼓文研究』〔 年版〕と（右）新版〔 年版〕
（注）欄格外への加筆と、本文内での修正が混在
図３㻌 郭沫若『石鼓文研究』 年本自序
（注） 年 月 日、重慶において執筆
図４㻌 （左）旧版『石鼓文研究』〔 年版〕と（右）新版〔 年版〕
（注）欄格外への加筆と、本文内での修正が混在
図３㻌 郭沫若『石鼓文研究』 年本自序
（注） 年 月 日、重慶において執筆
図４㻌 （左）旧版『石鼓文研究』〔 年版〕と（右）新版〔 年版〕
（注）欄格外への加筆と、本文内での修正が混在
図３㻌 郭沫若『石鼓文研究』 年本自序
（注） 年 月 日、重慶において執筆
図４㻌 （左）旧版『石鼓文研究』〔 年版〕と（右）新版〔 年版〕
（注）欄格外への加筆と、本文内での修正が混在
３㻌 『 』
（ ）
４㻌 （ ） 『 』〔 〕 （ ） 〔 〕
（ ）
図３㻌 郭沫若『石鼓文研究』 年本自序
（注） 年 月 日、重慶において執筆
図４㻌 （左）旧版『石鼓文研究』〔 年 〕と（右）新版〔 年版〕
（注）欄格外への加筆と、本文内での修正が混在
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